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幸
地
区
の 

ぶ
ら
り
歴
史
散
歩 

伝
部
会 

道
を
戻
っ
て
新
町
通
り
に
戻
る
。 

三
重
銀
行
前
、
道
路
を
隔
て
て
樹 

敬
寺
の
山
門
が
見
え
る
。
樹
敬
寺 

は
、
元
々
松
ヶ
島
に
「
不
断
念
仏 

寺
」
と
し
て
建
立
さ
れ
た
が
兵
火 

の
た
め
焼
か
れ
、
樹
敬
和
尚
に
よ 

り
再
建
さ
れ
た
た
め
「
樹
敬
寺 

（
じ
ゅ
き
ょ
う
じ
）」
と
名
付
け
ら 

れ
た
。
氏
郷
に
よ
り
現
在
の
場
所
に
移
転
、
二
度
の

大
火
で
焼
失
、
明
治
に
再
建
さ 

れ
た
。
本
居
宣
長
の
菩
提
寺 

で
宣
長
夫
妻
の
墓
、
春
庭 

夫
妻
の
墓
が
と
も
に 

国
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

つ
づ
く 

 
講
演
会 

  
思
い
や
り
の
心
（人
権
と
は
） 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

だ
れ
も
が
持
っ
て
い
る
思
い
や
り
「
男
と
女
」 

「
子
ど
も
と
高
齢
者
」｢

障
が
い
者
と
健
常
者｣

「
親
と

子
」
等
々
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
思
い
や
る
気
持

ち
が
違
い
ま
す
。 

自
分
は
相
手
の
気
持
ち
を
思
っ
て
接
し
て
い
て
も
、

相
手
に
と
っ
て
は
ど
う
な
の
か
、
私
た
ち
は
知
ら
な
い

う
ち
に
人
権
を
侵
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

で
は
ど
う
し
た
ら
相
手
と
対
等
の
立
場
に
な
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
？ 

今
回
、
こ
う
し
た
問
題
を
わ
か
り
や

す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
先
生
を
お
招
き
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

身
近
な
問
題
、
又
、
人
権
と
は
？
今
一
度
、
自
分
は

ど
う
な
の
か
考
え
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

ぜ
ひ
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 

①
講 

師 
 

名
古
屋
外
国
語
大
学
非
常
勤
講
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

向 

出 

恵 

宥 

先
生 

 

②
日 

時 
 

平
成
二
十
七
年
二
月
十
五
日
（日
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時 

 
 ③
場 

所 
 

幸
公
民
館
二
階 
 

④
参
加
費 

 

無
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｍ 
院長 垂水 泰敏 

幸
ま
ち
づ
く
り 

☆お知らせ☆ 
 

*広報委員会 

2月 9日 

（ 月 ）

19:00 

*「絆」部会 

2月 15日 

(日)13:30 
*「伝」部会 

2月 26日 
(木)13:30 

 
 

 

診療時間  平日 午前 9 時～12 時、午後 3 時～6 時 

                   (但し土曜 午後３時～５時) 

休 診 日   日曜・祝日・木曜日午後 

医療法人 

 

 

 
 

松阪市新町 946-1 TEL(0598)21-0259 

        機械工具・伝動装置 

        精密測定工具一般 
 

       株式 

       会社             

 
 
 

編
集
後
記 

 

四
節
気
の
一
つ
立
春
、
一
年 

の
始
ま
り
を
意
味
し
こ
の
日
が 

悪
疫
退
散
・
招
福
の
行
事
と
し 

て
毎
年
二
月
三
日
ご
ろ
行
わ
れ
る
の
が
節

分
で
す
。
家
内
安
全
・
・
・ 

 

幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力
を
！ 

 
毎
月
十
一
日
に
「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
川
井
町
店
」

で
買
い
物
を
さ
れ
ま
す
と
、
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
を 

「
幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の 

ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
し
て
い
た
だ
き 

ま
す
と
、
金
額
の
１
％
が
還
元
さ
れ
ま
す
。 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

たるみ内科・胃腸科 
宮園機工 

松阪市大黒田町 1830-2 

ＴＥＬ（0598）23-5486(代) 

ＦＡＸ（0598）26-7130 

住部会 

絆
部
会 



幸公民館文化講座 

  湊町
みなとまち

廻船
かいせん

問屋
ど ん や

 

「角屋
か ど や

七郎
しちろう

兵衛
べ い

とホイアン」 

講 師 ： 前本居宣長記念館 

館長  門 暉代司 

日 時 ： ３月１４日（土） 13：30

～15：00 

場 所 ： 幸公民館 2Ｆ大会議室 

定 員 ： ５０名 無料            廻船問屋角屋家の貿易船 

申込み： ３月７日（金）までに、幸公民館へ ℡23－9549 

松阪湊町の廻船問屋、角屋七郎次郎忠栄の次男、角屋七郎兵衛とその一族の供養碑は現在も松阪

市の来迎寺に残されており、市指定文化財にもなっている。 

 ルーツを探ると七郎兵衛の祖父・角屋七郎次郎秀持は本能寺の変の際に徳川家康の堺からの脱

出を手助けしたことから始まる・・・・。七郎兵衛は、1631年、安南（ベトナム）に渡ったが、

鎖国令が出たため、七郎兵衛は二度と日本に戻ることはなく、生涯をベトナムで過ごすこととなっ

た。ベトナム中部の町・ホイアンの日本人街の長も務めた七郎兵衛の人物像に迫る。 

幸まちづくり協議会 伝部会 ・ 幸公民館 

文化講座参加申込票 

名  前 町 名 電話番号 

   

 


